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に離れた距離でも雨量が異なることに気付き，雨の降

り方に興味を持つようになりました．雷雨のときは，

雷雲の位置や風の様子などに注意を払うようになり，

観測の結果，学校の北西方向にある団地の建物付近に

雷雲が現れると，学校では雷雲に向かって南東風が吹

き始め，やがて雷雨になりやすいことを発見しました．

このことから，運動場などでの活動時に雷雨がある場

合，生徒は雷雨を予測し，早めに待避するようになり

ました．

人が観察実験できるものなどとなるよう，工夫改善を

進めています．また，児童生徒が安全に工作できるよ

うにするため，電熱線を利用したびん切り機，プラス

チック板の折り曲げ機，発泡スチロール板をつくるた

めの器具なども，教材の製作に合わせて自作していま

す．

　今後とも，できるだけ多くの方々から御示唆，御意

見等をいただきながら，理科教育の充実の一役を担っ

ていきたいと思います．

　3．おわりに

　ここに紹介しました教材については，天気の変化に

大きな影響を与える自然界の水のゆくえを追いなが

ら，児童生徒が気象の学習内容を深めていくことに役

立つものと期待しています．教材の製作に当たっては，

身近にある材料を使い，児童生徒の手で製作できるも

の，装置が簡単で分かりやすいもの，児童生徒一人一
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